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法令遵守に係る現場第一線の支援

溶接事業者検査手続き漏れ※を踏まえ、法令遵守に係る現場第一線の支援を強化する。

※H19.2 美浜１号機で余熱除去系試料採取配管工事において２箇所の溶接部で検査手続きが適切に行われていなかった。

業務遂行上必要な法令に対する担当者の知識が不足していた。

複数の審査者がいたがチェックできず、審査者における法令遵守の厳格な管理が
出来ていなかった。

また、課内上位者が担当者に対し行う業務のフォローのポイントが不明確であった。

活動の目的

溶接事業者検査手続き漏れの原因

①法令相談窓口の明確化 （法令ネットワークの構築）

法令ネットワークキーマンの配置により法令改正が正しく業務に反映

・改正に伴う現場業務の反映事項の整理

・手続き要否判断に関するアドバイス

社内外の相談窓口（他部門、メーカー等）によるキーマンの支援

法令ＦＯＣＵＳによる法令改正情報の確実な入手

②判断支援ツールの整備・充実

法令手続きチェックリストの改善

色塗り系統図の整備

法令等適合性チェックシートの充実

③育成段階毎に必要な知識が付与できるよう教育体系を改善

法令ネットワークキーマンへの教育

若年層を含む法令教育の強化

④審査の役割分担、ポイントの明確化

審査する役職者の役割明確化

発電所内の審査体制の強化

現場支援の強化策

２

３

４

４

作業担当課

担当者

情報入手

事業本部

情報をその
まま伝達

課長
係長・
班長

所管グループ

担当者の
知識不足

審査者における法令遵守
の厳格な管理不足

法令ネットワークの体制構築、判断支援ツールの整備･充実、審査の役割分担明確
化について実施 （１０月～試運用を開始、来年～本格運用）

法令ネットワークキーマンへの教育（社外セミナー・講習会等）について計画済

取組み状況と今後の対応

＜従来のフロー＞
［作業担当課が個別に法令適合性判断実施］

発電グループ

発電所

工事計画
作業計画
（申請要否）

法令変更

所長等

所管グループ

②判断支援ツール
（色塗り系統図等）

法令変更

作業担当課

担当者

情報入手

工事計画
作業計画
（申請要否）

発電所

事業本部

④審査の役割分担等
の明確化・強化

情報を
解説付
で伝達

手続き結果

の報告

③若年層への
法令教育強化

ネットワーク事務局
（発電グループ）

課長
係長・
班長

技術課

主任技術者

技術アドバイｻﾞ

＜強化後のフロー＞ [作業担当課の法令適合性判断を組織的に支援する
(社内リソースの有効活用等）]

①法令ﾈｯﾄﾜｰｸｷｰﾏﾝ

担当課外担当課外

所長等

技術課

主任技術者

技術アドバイｻﾞー

業務のフォローの
ポイントが不明確
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①法令ﾈｯﾄﾜｰｸｷｰﾏﾝ



法令相談窓口の明確化

概 要

◆法令相談窓口を設置し、法令情報の入手・伝達や手続き要否判断を明確化することで、現場第一線の「法令適合性判断」を支援する

○法令ネットワークキーマンの配置

法令改正時に、改正内容や法令手続きの要否
について現場が理解しやすいよう解説

現場の手続きの相談についてアドバイス

法令毎に事業本部・各発電所から１名ずつ配
置（４名／各法令）

○法令手続き要否の社内外相談窓口の明確化

法令ネットワークキーマンを支援する社内外
の相談窓口

○法令改正情報の確実な入手

最新の法令改正情報をＷｅｂで提供

（法令ＦＯＣＵＳ）

所管課
（所管Ｇ）

法令解釈 ：法務部門

情報共有 ：火力部門

社外コンサル：三菱重工業

（社内）

総務、環境、土木建築部門他

（社外）

メーカ、協力会社、規制箇所

迷った際に
相談

回答

問合せ・回答

最終的な

法令適合性の

判断

改正情報
問合せ・回答

法令ネットワーク事務局
（原子力事業本部

発電グループ）

法令相談窓口

法令ネットワーク
キーマン

２

電力流通事業本部
工務Ｇ（電事法全般）

…

石綿傷害予防規則

クレーン等安全規則

労働安全衛生規則

…

核物質防護規定変更認可

保安規定変更許可

原子炉設置変更許可

…

使用前検査

定期検査、安全管理審査

……

人材活性化室
土木建築室
環境室

所長室総務Ｇ

所長室総務Ｇ

所長室総務Ｇ

労働安全衛生法

……

安全防災室安全防災Ｇ

……… 土木建築Ｇ港湾法

火力部門所長室総務Ｇ消防法

総務室 庶務Ｇ所長室総務Ｇ自然公園法

技術課発電Ｇ

技術課発電Ｇ

電気事業法

社内相談窓口発電所
原子力
事業本部

対象法令（抜粋）

安全防災室安全技術Ｇ

炉規制法

……

（合計４４法令について法令ネットワークキーマンを設定）

安全防災室安全防災Ｇ

法令ネットワークキーマン一覧表
（キーマン数：延べ260名、兼任を含め実質120名）



判断支援ツールの整備・充実

法令に基づく適切な判断を支援するツールの整備

・溶接事業者検査について、色塗り系統図・法令等適合性チェックシート
を改善

・法令全般について、法令手続きチェックリストを作成

概 要

系統図の溶接検査対象範囲を着色し識別し、検査判断の条件を視覚
的に確認できるよう改善。

総数 １００～２００枚／ユニット

（系統図サンプル ○は溶接検査手続きもれ該当箇所）

法令等適合性チェックシート

溶接検査対象判定フローを法令等適合性チェックシートに追加し、検査要否判断
を支援

（法令等適合性チェックシートサンプル）

色塗り系統図

「業務」と「関連法令」を整理した法令手続きチェックリストにより、各業務にお
ける関連法令を容易に確認できるよう改善

法令手続きチェックリスト

３

溶接検査対象範囲



審査者の役割分担明確化 ・ 法令教育の充実

法令教育の充実

法令ネットワークキーマンの法令知識維持

各法令および関連業務に精通した者から選任された法令ネットワークキーマン
への教育を継続

・法令判断に必要な図書・教材の提供

・社外セミナーへの派遣

◆職場のレベルアップ
法令ネットワークキーマンによる個別の法令解釈などの職場内教育により、
職場全体のレベルアップを図る。 （準備中）

◆若年層への法令教育の充実
若年層への研修において、改善された判断支援ツールなどを積極的に活
用し、教育を充実していく。（来年度）

審査者の役割・着目ポイントの明確化による法令手続き漏れ防止

役割分担：
（所管課内の作成・審査）

班長は、ダブルチェックを実施

係長は、抜取り審査を実施

課長は、班長、係長の審査状況を確認

（所管課外の専門的内容のダブルチェック）

ボイラー･タービン主任技術者は、溶接安全管理申請のダブルチェック

電気･機械技術アドバイザーは、工事計画認可申請･届出のダブルチェック

技術課は定期検査申請・安全管理審査申請のダブルチェックおよび最終
審査としてプロセスを確認

【図書・教材（例）】 【社外セミナー（例）】

審査者の役割分担明確化

（審査の流れ）

作成 審査
確認

担当者 班長

所管課内

工事計画
作業計画等

工事計画
作業計画等

所管課外

プロセス
審査

ダブル
チェック

技術課長

承認者
（所長等）

審査の流れ

係長

ダブル
チェック

抜取り
審査

課長
主任技術者

技術アドバイｻﾞ
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